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今
年
７
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
西
村
康

稔
経
済
再
生
担
当
相
は
、
骨
太
方
針
、
国

土
強
靭
化
「
大
き
な
柱
に
」
見
直
し
明
言 

 

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
相
は
、
来
年

度
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
「
骨
太
方

針
」
に
つ
い
て
、
「
国
土
強
靱
（
き
ょ
う

じ
ん
）
化
や
防
災
・
減
災
を
、
国
民
の
命

や
財
産
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
き

な
柱
と
し
て
位
置
付
け
た
い
」
と
述
べ
た
。

梅
雨
前
線
に
よ
る
記
録
的
な
豪
雨
の
被

害
が
発
生
し
て
お
り
「
毎
年
、
頻
繁
に
大

き
な
災
害
（
が
起
き
）
、
激
甚
化
し
て
い

る
」
と
理
由
を
語
っ
た
。
政
府
が
ま
と
め

た
骨
太
方
針
の
案
で
は
、
国
土
強
靭
化
に

関
し
「
取
り
組
み
の
加
速
化
・
深
化
を
図

る
」
な
ど
と
昨
年
と
同
様
の
記
載
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
自
民
党
の
二
階
俊
博
幹
事

長
や
公
明
党
か
ら
不
満
が
挙
が
っ
て
い

た
。
（
産
経
新
聞
） 

近
年
の
雨
量
計
算
は
、
昭
和
３４

年
の

伊
勢
湾
台
風(

台
風
第
1５
号)

の
雨
量
を

基
に
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

伊
勢
湾
台
風(

台
風
第
1５
号)

の

概
況 昭

和
３４

年

9

月

２0
日
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
で
発
生
し
た
熱
帯
低

気
圧
は
、
21
日
21
時
に
台
風
第

15
号
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
超
大

型
の
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し
北
上

を
続
け
、
２６
日
18
時
す
ぎ
に
紀
伊

半
島
の
南
端
に
上
陸
し
た
。
紀
伊

半
島
を
ほ
ぼ
縦
断
し
、
愛
知
県
に

は
２６
日
21
時
頃
最
も
接
近
し
、
岐

阜
県
西
部
か
ら
富
山
県
を
通
り
日

本
海
へ
抜
け
た
。
台
風
は
超
大
型

の
勢
力
を
保
ち
、
東
海
地
方
の
西

を
北
上
し
た
た
め
、
特
に
伊
勢
湾

周
辺
で
は
、
最
大
風
速
が
南
寄
り

で
４０

ｍ／s
以
上
の
暴
風
と
な
り
、
記

録
的
な
高
潮(

名
古
屋
港
で
21
時

３５
分
に
３.８９
ｍ)

が
起
こ
っ
た
。
ま

た
、
三
河
山
間
部
で
は
広
い
範
囲

で
２００
㎜
以
上
の
大
雨
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
愛
知
県
で
は
高
潮･

暴

風
・
大
雨
等
に
よ
り
、
他
に
類
を

み
な
い
大
災
害
と
な
っ
た
。
特
に

死
者
は
台
風
被
害
と
し
て
は
未
曾

有
の
多
さ
と
な
り
、
住
宅
被
害
も

甚
大
で
あ
っ
た
。 

 

第２０９号 

NPO 法人建築Ｇメンの会 
〒154-0001 

東京都世田谷区池尻 2-2-15-201 

発 行 責 任 者 :理 事 長 大 川 照 夫 

T E L  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 4 1 

F A X  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 1 9

E-Mail jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

Homepage URL 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/ 

昨
今
の
異
常
気
象 

「
排
水
管
と
水
害
に
つ
い
て
」 

 

文
責 

副
理
事
長 

田
岡
照
良 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/


（ 2）  2020 年（令和２年）9 月 30 日   NPO 法人建築Ｇメンの会  会報「楔」第 209号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

 

伊
勢
湾
台
風
は
私
が
8
歳
の
時
、
体
験

し
ま
し
た
。
と
、
言
っ
て
も
父
に
背
負
わ

れ
小
走
り
に
高
台
へ
避
難
し
た
記
憶
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
住
ま
い
は
、
徳

島
県
の
吉
野
川
上
流
域
で
、
川
岸
か
ら
1

㎞
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お

り
、
時
間
的
な
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
、

川
が
氾
濫
し
木
造
二
階
建
て
の
一
階
部

分
は
水
没
し
て
し
ま
い
し
た
。 

 

昨
今
の
大
雨
・
豪
雨
に
よ
る
各
地
か
ら

の
被
害
ニ
ュ
ー
ス
は
、
目
を
覆
う
ば
か
り

の
状
況
、
ば
か
り
で
し
た
。 

気
象
現
象
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

都
市
計
画
に
も
原
因
が
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
口

増
加
と
自
然
現
象
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
な

す
す
べ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
水
の
低
き
に
就
く
が
如
し
」（
孟
子
） 

こ
れ
は
、
水
と
い
う
の
は
低
い
方
に
流

れ
て
、
自
然
の
成
り
行
き
は
止
め
よ
う
と

し
て
止
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の

例
え
で
す
が
、
「
水
害
か
ら
の
防
災
・
減

災
、
国
民
の
命
や
財
産
を
守
る
」
た
め
に

我
々
は
ど
う
す
る
べ
き
か
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

内
閣
は
、
世
論
を
受
け
て
立
案
し
国
会

に
立
法
を
求
め
る
機
関
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
専
門
分
野
や
行
政
が
立
ち
上
が
ら

な
け
れ
ば
、
内
閣
が
何
を
打
ち
立
て
て
も

何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

官
・
民
が
一
体
と
な
り
、
考
え
直
さ
な

け
れ
ば
改
善
し
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

東
京
都
を
例
に
と
っ
て
、
現
在
の
水
処

理
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

 

雨
が
降
る
と
、
地
面
に
浸
透
す
る
か
、

下
水
に
流
さ
れ
ま
す
。
最
終
的
に
下
水
は
、

雑
排
水
（
生
活
排
水
）
と
汚
水
も
雨
水
と

合
流
し
、
水
再
生
セ
ン
タ
ー
（
下
水
処
理

施
設
）
に
送
ら
れ
、
大
腸
菌
等
を
殺
菌
し

て
か
ら
川
や
海
へ
流
し
て
い
ま
す
。 

 

 

都
下
水
道
局
の
Ｈ
Ｐ
よ
り 

降
雨
と
住
宅
等
か
ら
の
雑
排
水
・
汚
水

な
ど
の
排
水
は
、
下
水
本
管
が
運
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
排
水
管
に
も
制
約
等
が
あ
り

ま
す
。 

排
水
管
の
設
計 

●
敷
地
排
水
管
の
接
合
部
は
、
水
密
で
か

つ
植
物
の
根
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い

よ
う
に
確
実
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な 

 
 
 

ら
な
い
。 

●
配
管
は
で
き
る
限
り
最
短
と
し
、
か
つ

機
能
上
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
適

切
な
経
路
と
す
る
。 

●
配
管
は
施
工
及
び
維
持
管
理
の
う
え

か
ら
、
で
き
る
だ
け
建
物
、
池
、
樹
木

等
の
下
を
避
け
る
。 

●
分
流
式
の
雨
水
管
と
汚
水
管
は
、
上
下

に
並
行
す
る
こ
と
を
避
け
、
交
差
す
る

場
合
は
汚
水
管
か
下
に
雨
水
管
か
上

に
な
る
よ
う
に
す
る
。 

●
分
流
式
の
雨
水
管
と
汚
水
案
が
並
行

す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
汚
水
管
を
建

物
側
と
す
る
。 

汚
水
管
の
最
小
管
径
と
こ
う
配 

汚
水
の
み
を
排
除
す
る
排
水
管
口
径

及
び
こ
う
配
は
、
特
別
な
場
合
を
除
き
排

水
人
口
か
ら
求
め
る
。 

雨
水
管
お
よ
び
合
流
管
の
最
小
管
径
と

こ
う
配 

雨
水
管
及
び
合
流
管
の
関
係
は
、
特
別

な
場
合
を
除
き
敷
地
面
積
か
ら
求
め
る
。 

管
内
流
速 

管
内
流
速
は
、
管
内
の
掃
流
力
を
考
慮

し
て
０．６
～
１.５
ｍ
／
秒
の
範
囲
と
す
る
こ

と
か
好
ま
し
い｡

た
だ
し
、
や
む
を
得
な

い
場
合
は
最
大
流
速
を
３．Ｏ
ｍ
／
秒
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
の
他
、
管
種
・
土
被
り
な
ど
に
よ
り

設
計
さ
れ
る
。 

  

一
般
的
に
、
配
管
は
丸
い
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
丸
い
排
水
管
は
、
あ
る
程
度

一
定
の
流
量
・
流
速
で
口
径
が
同
じ
な
ら

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ

口
径
の
排
水
管
に
異
な
る
流
量
（
多
量
・

少
量
）
を
流
そ
う
と
す
る
と
問
題
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
る
排
水
管
が
明
治
時
代

に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
卵
形
管
」

と
言
い
ま
す
。 

卵
形
管
は
文
字
通
り
卵
型
を
し
た
排

水
管
で
す
。
低
流
量
で
も
流
速
を
落
と
さ

ず
下
水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

建
設
年
代
は
、
明
治
17
年
で
、
発
見
年

は
、
昭
和
34
年
で
す
。 
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保
存
場
所
は
、
横
浜
市
の
栄
第
一
水
再

生
セ
ン
タ
ー
「
だ
い
ち
ゃ
ん
広
場
」
に
屋

外
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

都
市
に
豪
雨
が
く
る
と
排
水
は
パ
ン

ク
し
ま
す
。
何
カ
所
か
河
川
が
氾
濫
し
た

際
に
貯
留
す
る
施
設
も
作
ら
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
全
域
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
海
抜
の
低
い
土
地
に
大
勢
の
人
間

が
生
活
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
雑
排

水
や
汚
水
は
増
え
る
一
方
で
す
し
、
ま
し

て
、
豪
雨
が
重
な
る
と
と
て
つ
も
な
い
排

水
量
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
の
排
水

量
と
、
通
常
の
排
水
量
と
で
は
、
想
像
で

き
な
い
流
量
の
差
が
発
生
し
ま
す
。 

 

急
に
人
口
が
増
え
た
超
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
群
の
街
で
は
、
現
在
敷
設
さ
れ
た
下

水
本
管
で
は
処
理
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

元
々
の
想
定
人
口
と
急
激
に
増
え
た

人
口
に
よ
る
「
排
水
人
口
」
の
急
激
な
差

も
一
つ
の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。 

一
言
で
、
「
国
土
強
靱
化
や
防
災
・
減

災
」
と
言
っ
て
も
下
水
本
管
一
つ
と
っ
て

も
右
か
ら
左
に
改
善
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

 

人
口
が
局
部
集
中
し
た
街
に
お
い
て

は
、
通
常
の
自
然
排
水
で
は
豪
雨
時
に
は

対
処
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。 

都
市
計
画
か
ら
の
見
直
し
を
す
る
時

が
来
て
い
ま
す
。
消
費
者
も
考
え
る
時
が

来
て
い
ま
す
。 

現
状
の
ま
ま
で
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

 

 

２
０
２
０
年
度
第
２
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
２
０
年
11
月
７
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
16
時
50
分 

▽
場
所 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▽
講
演
内
容 

一
時
限 

「
換
気
に
つ
い
て
」 

講
師 

田
岡
照
良
（
当
会
副
理
事
長
） 

二
時
限 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
た
め
の
法
律
知
識
」 

講
師 

赤
坂
裕
志  

（
当
会
理
事
、
弁
護
士) 

 

▽
参
加
費 

会
員
４
千
円 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
３
・
６
８
０
５
・
３
７
４
１
） 

  

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
の
は
自
分

自
身
で
す
。 

昨
今
の
異
常
気
象
は
何
十
年
に
一
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

下
水
本
管
の
問
題
は
毎
年
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

い
つ
ど
の
程
度
の
災
害
が
降
り
か
か

っ
て
く
る
か
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。 

建
築
は
、
地
盤
（
支
持
力
）
や
建
物
の

構
造
耐
力
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
正
規

の
工
法
に
よ
る
建
て
方
が
重
要
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。 

地
震
大
国
・
四
季
が
織
り
な
す
日
本
で

あ
る
以
上
、
自
然
と
は
共
存
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
今
の
自
然
現

象
は
異
常
で
す
。
地
形
（
地
域
）
・
気
候

な
ど
の
各
種
環
境
等
を
考
慮
し
、
終
の
棲

家
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

な
っ
て
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

言
葉
で
は
簡
単
で
す
が
、
家
族
、
家
庭
、

地
域
、
職
場
、
学
校
等
々
生
活
上
切
り
離

せ
な
い
条
件
が
あ
り
ま
す
。 

自
然
災
害
は
、
常
に
身
の
回
り
に
発
生

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
住
処
を
決
め
よ
う
と
し
て

い
る
場
合
や
、
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
想
定
し
う
る
災
害
を
防

げ
る
よ
う
な
検
討
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

斯
く
言
う
私
の
住
ま
い
も
、
高
台
に
あ

り
、
見
晴
ら
し
も
い
い
の
で
す
が
そ
の
分
、

強
風
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。 

全
て
に
安
心
・
安
全
な
住
ま
い
を
持
つ

こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
生
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
Ｔ
・
Ｔ
） 

 

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築
集
・

木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
（
紙
面
の

都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）
。 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 



（ 4）  2020 年（令和２年）9 月 30 日   NPO 法人建築Ｇメンの会  会報「楔」第 209号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

 


